
災害は､ひとたび起これば､これまで積み上げてきた開発

の成果を一瞬にして洗い流してしまいます。そして､自然

災害で真っ先に犠牲となるのは､子どもや高齢者､障害者

等､弱い立場に置かれやすい人たちです。脆弱な立場に

ある人たちを災害から守るために､人間の安全保障の観

点から､防災に取り組むことが必要です。

（2014 年９月　安倍総理の国連気候サミット（＠ニューヨーク）での発言）

日本は幾多の災害を経験し、そのたびに防災の知見と技術を蓄積するとともに、国際社会とも共有するこ
とで、世界の災害被害をできるだけ減らすことに貢献してきました。災害に強い世界を目指して、これから
も国際社会と協力していきます。

災害リスクを軽減するためには、災害発生前に防災
のための事前投資を行うこと、また災害が発生した
後には、被災の経験を元に、将来起こりうる災害に
対しより強い社会を作る「より良い復興（Build 
Back Better）」を行うことが重要です。また、政府、
地方自治体、企業、地域コミュニティ、NGO など
すべての関係者が責任をもって防災に取り組むこと
が必要です。

そして、こうした防災の取組を、国際協力や各国の国
内政策にしっかりと反映させ、「防災の主流化」を進
めることが非常に重要と考えています。そのためには、
第３回国連防災世界会議で採択されるポスト兵庫行動
枠組が世界で着実に実行されること、2015 年９月に
国連で採択される国際社会の新しい開発目標（ポス
ト 2015 年開発アジェンダ）に防災を位置付けること
が重要です。防災の主流化により開発のあらゆる分
野のあらゆる段階において防災を考慮し、災害に強
い社会を目指します。

出典：官邸ホームページ
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2000年から2012年までの間に、
災害により世界では

1.7兆米ドルの経済的損失が生じ、
120万人が亡くなっています。

第３回国連防災世界会議
2015年３月14～18日＠仙台市

（出典：UNISDR 作成資料）
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国際社会における議論への貢献
国連防災世界会議は３回とも日本で開催されています。また、第２回会議で採択された、国際社会の防
災取組の指針（兵庫行動枠組）や、第３回会議で策定されるその後継の枠組み（ポスト兵庫行動枠組）の
作成に、日本は大きく貢献しています。

災害のサイクルと支援の組み合わせ
ひとたび災害が発生すると、緊急事態への対応、被災の経
験を踏まえた復旧・復興、次なる災害に向けた防止・減災
策、災害対応への事前準備の改善を行います。この４つの
段階を災害マネジメントサイクルと呼んでおり、日本は、す
べての段階に支援を行っています。

緊急対応

復旧・復興

防止・減災

事前準備

災害
発生

災害サイクルに応じた切れ目のない支援

33

11

88

22

44 55 77 1313

99

66 1414

1212

1010

1111

各プロジェクトの背景色は災害マネジメントサイクル図の各段階の背景色に対応しています。
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